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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月28日(2008.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有する複合機能装置であって、
　所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付ける操作手段
と、
　前記操作手段が所定期間に亘って操作されなかったとき、前記操作手段の表示画面をリ
セットするオートクリア手段と、
　前記ネットワーク表示機能による前記操作手段への表示を行った後に前記操作手段が前
記所定期間操作されない場合、前記複合機能装置が、前記オートクリア手段により、前記
ネットワーク表示機能による表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで動
作すべきか、該ネットワーク表示機能による表示画面を維持する第２の動作モードで動作
すべきかを判別する判別手段と、
　前記判別手段による判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モードの
一方を選択する制御手段とを備えることを特徴とする複合機能装置。
【請求項２】
　前記複合機能装置が前記第１及び第２の動作モードのうちのいずれの動作モードで動作
すべきかについての指定を予め受け付ける受付手段を更に有し、
　前記判別手段は、前記受付手段が受け付けた指定内容を参照して前記判別を行うことを
特徴とする請求項１記載の複合機能装置。
【請求項３】
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　ネットワーク上の接続先を特定するための特定情報が予め登録される接続先登録手段を
更に有し、
　前記判別手段は、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先登録手段に予め登録
されている特定情報に対応する接続先から入手した所定の情報が前記操作手段に表示され
ている場合は、前記複合機能装置が前記第２のモードで動作すべきと判別し、前記ネット
ワーク表示機能によって、前記接続先登録手段に登録されていない特定情報に対応する接
続先から入手した所定の情報が前記操作手段に表示されている場合は、前記複合機能装置
が前記第１の動作モードで動作すべきと判別することを特徴とする請求項１又は２に記載
の複合機能装置。
【請求項４】
　前記所定の情報は、前記ネットワーク上の機器の状態及び該機器で表示される表示情報
のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
複合機能装置。
【請求項５】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を
受け付ける操作手段を備える複合機能装置の制御方法であって、
　前記操作手段が所定期間に亘って操作されなかったとき、前記操作手段の表示画面をリ
セットするオートクリアステップと、
　前記ネットワーク表示機能による前記操作手段への表示を行った後に前記操作手段が前
記所定期間操作されない場合、前記複合機能装置が、前記オートクリアステップにより、
前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで動
作すべきか、該ネットワーク表示機能の表示画面を維持する第２の動作モードで動作すべ
きかを判別する判別ステップと、
　前記判別ステップによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モー
ドの一方を選択する制御ステップとを備えることを特徴とする制御方法。
【請求項６】
　前記複合機能装置が前記第１及び第２の動作モードのうちのいずれの動作モードで動作
すべきかについての指定を予め受け付ける受付ステップを更に有し、
　前記判別ステップでは、前記受付ステップで受け付けた指定内容を参照して前記判別を
行うことを特徴とする請求項５記載の制御方法。
【請求項７】
　ネットワーク上の接続先を特定するための特定情報が予め登録される接続先情報登録ス
テップを更に有し、
　前記判別ステップでは、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先情報登録ステ
ップで予め登録されている特定情報に対応する接続先から入手した所定の情報が前記操作
手段に表示されている場合は、前記複合機能装置が前記第２のモードで動作すべきと判別
し、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先情報登録ステップで登録されている
特定情報に対応する接続先以外から入手した所定の情報が前記操作手段に表示されている
場合は、前記複合機能装置が前記第１の動作モードで動作すべきと判別することを特徴と
する請求項５又は６に記載の制御方法。
【請求項８】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を
受け付ける操作手段を備える複合機能装置の制御方法をコンピュータに実行させるプログ
ラムであって、
　前記操作手段が所定期間に亘って操作されなかったとき、前記操作手段の表示画面をリ
セットするオートクリアモジュールと、
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　前記ネットワーク表示機能による前記操作手段への表示を行った後に前記操作手段が前
記所定期間操作されない場合、前記複合機能装置が、前記オートクリアモジュールにより
、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで
動作すべきか、該ネットワーク表示機能の表示画面を維持する第２の動作モードで動作す
べきかを判別する判別モジュールと、
　前記判別モジュールによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モ
ードの一方を選択する制御モジュールとを備えることを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　前記複合機能装置が前記第１及び第２の動作モードのうちのいずれの動作モードで動作
すべきかについての指定を予め受け付ける受付モジュールを更に有し、
　前記判別モジュールは、前記受付モジュールが受け付けた指定内容を参照して前記判別
を行うことを特徴とする請求項８記載のプログラム。
【請求項１０】
　ネットワーク上の接続先を特定するための特定情報が予め登録される接続先情報登録モ
ジュールを更に有し、
　前記判別モジュールは、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先情報登録モジ
ュールに予め登録されている特定情報に対応する接続先から入手した所定の情報が前記操
作手段に表示されている場合は、前記複合機能装置が前記第２のモードで動作すべきと判
別し、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先情報登録モジュールに登録されて
いる特定情報に対応する接続先以外から入手した所定の情報が前記操作手段に表示されて
いる場合は、前記複合機能装置が前記第１の動作モードで動作すべきと判別することを特
徴とする請求項８又は９に記載のプログラム。
【請求項１１】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有する複合機能装置であって、
　所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付ける操作手段
と、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能の表示画面と他の
機能の表示画面とを切り替える切替手段と、
　前記切替手段が前記ネットワーク表示機能の表示画面を前記他の機能の表示画面に切り
替えた後、前記ネットワーク表示機能の表示画面に戻したときに、前記複合機能装置が、
前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで動
作すべきか、前記他の機能の表示画面に切り替える前に表示していたネットワーク表示機
能の表示画面を再表示する第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別手段と、
　前記判別手段による判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モードの
一方を選択する制御手段とを備えることを特徴とする複合機能装置。
【請求項１２】
　前記切替手段が前記ネットワーク表示機能の表示画面を前記他の機能の表示画面に切り
替えた場合に、前記複合機能装置が前記第１の動作モード及び第２の動作モードのうちの
いずれの動作モードで動作すべきかを設定する設定手段を更に有し、
　前記判別手段は、前記設定手段により設定された内容を参照して前記判別を行うことを
特徴とする請求項１１記載の複合機能装置。
【請求項１３】
　ネットワーク上の接続先を特定するための特定情報が予め登録される接続先登録手段を
更に有し、
　前記判別手段は、前記ネットワーク表示機能によって、前記接続先登録手段に予め登録
されている特定情報に対応する接続先から入手した所定の情報が前記操作手段に表示され
ている場合は、前記複合機能装置が前記第２のモードで動作すべきと判別し、前記ネット
ワーク表示機能によって、前記接続先登録手段に登録されていない特定情報に対応する接
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続先から入手した所定の情報が前記操作手段に表示されている場合は、前記複合機能装置
が前記第１の動作モードで動作すべきと判別することを特徴とする請求項１１又は１２に
記載の複合機能装置。
【請求項１４】
　前記所定の情報は、前記ネットワーク上の機器の状態及び該機器で表示される表示情報
のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項に記
載の複合機能装置。
【請求項１５】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を
受け付ける操作手段を備える複合機能装置の制御方法であって、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能の表示画面と他の
機能の表示画面とを切り替える切替ステップと、
　前記切替ステップで前記ネットワーク表示機能の表示画面を前記他の機能の表示画面に
切り替えた後、前記ネットワーク表示機能の表示画面に戻したときに、前記複合機能装置
が、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モード
で動作すべきか、前記他の機能の表示画面に切り替える前に表示していたネットワーク表
示機能の表示画面を再表示する第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別ステップ
と、
　前記判別ステップによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モー
ドの一方を選択する制御ステップとを備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１６】
　ネットワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を
入手して、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の
機能を有すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を
受け付ける操作手段を備える複合機能装置の制御方法コンピュータに実行させるプログラ
ムであって、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能の表示画面と他の
機能の表示画面とを切り替える切替モジュールと、
　前記切替モジュールが前記ネットワーク表示機能の表示画面を前記他の機能の表示画面
に切り替えた後、前記ネットワーク表示機能の表示画面に戻したときに、前記複合機能装
置が、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モー
ドで動作すべきか、前記他の機能の表示画面に切り替える前に表示していたネットワーク
表示機能の表示画面を再表示する第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別モジュ
ールと、
　前記判別モジュールによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モ
ードの一方を選択する制御モジュールとを備えることを特徴とするプログラム。
【請求項１７】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって
、
　表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と
、
　前記操作手段が所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示画面をリセット
するオートクリア手段と、
　前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過し
ても操作がされず、前記オートクリア手段が動作すべき場合であっても、当該ネットワー
ク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示である場合、当該
表示内容を保持するよう制御する制御手段とを有することを特徴とする通信装置。
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【請求項１８】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって
、
　表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と
、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替手段と、
　前記切替手段によって前記ネットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能の
ための表示画面に切り替えられた後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に
戻されたときに、前記ネットワーク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情
報に基づく表示であった場合、前記他の機能のための表示画面に切り替える前の画面を表
示させるよう制御する制御手段とを有することを特徴とする通信装置。
【請求項１９】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって
、
　表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と
、
　前記操作手段が所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示画面をリセット
するオートクリア手段と、
　前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過し
ても操作がされず、前記オートクリア手段が動作すべき場合に前記ネットワーク表示機能
のための表示内容を初期画面に切り替えるよう制御する制御手段とを有することを特徴と
する通信装置。
【請求項２０】
　前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過し
ても操作がされず、前記オートクリア手段が動作すべき場合、当該ネットワーク表示機能
のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示であるか否かを判断する判断
手段を有し、
　前記制御手段は、前記判断手段で特定の接続先から取得した情報に基づく表示でないと
判断した場合に前記ネットワーク表示機能のための表示内容を初期画面に切り替えるよう
制御することを特徴とする請求項１９記載の通信装置。
【請求項２１】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって
、
　表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と
、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替手段と、
　前記切替手段によって前記ネットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能の
ための表示画面に切り替えられた後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に
戻された場合に初期画面を表示させるよう制御する制御手段とを有することを特徴とする
通信装置。
【請求項２２】
　前記ネットワーク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示
であるか否かを判断する判断手段を有し、
　前記制御手段は、前記判断手段で特定の接続先から取得した情報に基づく表示でないと
判断した場合に前記ネットワーク表示機能のための表示内容を初期画面に切り替えるよう
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制御することを特徴とする請求項２１記載の通信装置。
【請求項２３】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方
法であって、
　操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための
操作ステップと、
　前記操作ステップで所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示画面をリセ
ットするオートクリアステップと、
　前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過し
ても前記操作ステップで操作がされず、前記オートクリアステップを実行すべき場合であ
っても、当該ネットワーク機能のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表
示である場合、当該表示内容を保持するよう制御する制御ステップとを有することを特徴
とする制御方法。
【請求項２４】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方
法であって、
　操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための
操作ステップと、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替ステップと、
　前記切替ステップで前記ネットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能のた
めの表示画面に切り替えられた後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に戻
されたときに、前記ネットワーク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情報
に基づく表示であった場合、前記他の機能のための表示画面に切り替える前の画面を表示
させるよう制御する制御ステップとを有することを特徴とする制御方法。
【請求項２５】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方
法であって、
　操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための
操作ステップと、
　前記操作ステップで所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示内容をリセ
ットするオートクリアステップと、
　前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過し
ても操作がされず、前記オートクリアステップを実行すべき場合に前記ネットワーク表示
機能のための表示内容を初期画面に切り替えるよう制御する制御ステップとを有すること
を特徴とする制御方法。
【請求項２６】
　ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信
し、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方
法であって、
　操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための
操作ステップと、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替ステップと、
　前記切替ステップで前記ネットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能のた
めの表示画面に切り替えられた後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に戻
された場合に初期画面を表示させるよう制御する制御ステップとを有することを特徴とす
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る制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記第１の目的を達成するために、請求項１記載の複合機能装置は、ネットワークに接
続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手して、該入手し
た情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を有する複合機
能装置であって、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け
付ける操作手段と、前記操作手段が所定期間に亘って操作されなかったとき、前記操作手
段の表示画面をリセットするオートクリア手段と、前記ネットワーク表示機能による前記
操作手段への表示を行った後に前記操作手段が前記所定期間操作されない場合、前記複合
機能装置が、前記オートクリア手段により、前記ネットワーク表示機能による表示画面を
デフォルト画面に変更する第１の動作モードで動作すべきか、該ネットワーク表示機能に
よる表示画面を維持する第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別手段と、前記判
別手段による判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モードの一方を選
択する制御手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記第1の目的を達成するために、請求項５記載の複合機能装置の制御方法は、ネット
ワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手して
、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を有
すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付け
る操作手段を備える複合機能装置の制御方法であって、前記操作手段が所定期間に亘って
操作されなかったとき、前記操作手段の表示画面をリセットするオートクリアステップと
、前記ネットワーク表示機能による前記操作手段への表示を行った後に前記操作手段が前
記所定期間操作されない場合、前記複合機能装置が、前記オートクリアステップにより、
前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで動
作すべきか、該ネットワーク表示機能の表示画面を維持する第２の動作モードで動作すべ
きかを判別する判別ステップと、前記判別ステップによる判別結果に応じて、前記第１の
動作モード及び第２の動作モードの一方を選択する制御ステップとを備えることを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記第1の目的を達成するために、請求項８記載のプロラムは、ネットワークに接続可
能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手して、該入手した情
報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を有すると共に、所
定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付ける操作手段を備
える複合機能装置の制御方法をコンピュータに実行させるプログラムであって、前記操作
手段が所定期間に亘って操作されなかったとき、前記操作手段の表示画面をリセットする
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オートクリアモジュールと、前記ネットワーク表示機能による前記操作手段への表示を行
った後に前記操作手段が前記所定期間操作されない場合、前記複合機能装置が、前記オー
トクリアモジュールにより、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変
更する第１の動作モードで動作すべきか、該ネットワーク表示機能の表示画面を維持する
第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別モジュールと、
　前記判別モジュールによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モ
ードの一方を選択する制御モジュールとを備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記第２の目的を達成するために、請求項１１記載の複合機能装置は、ネットワークに
接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手して、該入手
した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を有する複合
機能装置であって、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受
け付ける操作手段と、前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機
能の表示画面と他の機能の表示画面とを切り替える切替手段と、前記切替手段が前記ネッ
トワーク表示機能の表示画面を前記他の機能の表示画面に切り替えた後、前記ネットワー
ク表示機能の表示画面に戻したときに、前記複合機能装置が、前記ネットワーク表示機能
の表示画面をデフォルト画面に変更する第１の動作モードで動作すべきか、前記他の機能
の表示画面に切り替える前に表示していたネットワーク表示機能の表示画面を再表示する
第２の動作モードで動作すべきかを判別する判別手段と、前記判別手段による判別結果に
応じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モードの一方を選択する制御手段とを備え
ることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記第２の目的を達成するために、請求項１５記載の複合機能装置の制御方法は、ネッ
トワークに接続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手し
て、該入手した情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を
有すると共に、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付
ける操作手段を備える複合機能装置の制御方法であって、前記操作手段に表示させる表示
画面として前記ネットワーク表示機能の表示画面と他の機能の表示画面とを切り替える切
替ステップと、前記切替ステップで前記ネットワーク表示機能の表示画面を前記他の機能
の表示画面に切り替えた後、前記ネットワーク表示機能の表示画面に戻したときに、前記
複合機能装置が、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデフォルト画面に変更する第１
の動作モードで動作すべきか、前記他の機能の表示画面に切り替える前に表示していたネ
ットワーク表示機能の表示画面を再表示する第２の動作モードで動作すべきかを判別する
判別ステップと、前記判別ステップによる判別結果に応じて、前記第１の動作モード及び
第２の動作モードの一方を選択する制御ステップとを備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】



(9) JP 2005-318563 A5 2008.5.15

【００１５】
　上記第２の目的を達成するために、請求項１６記載のプログラムは、ネットワークに接
続可能であるとともに、前記ネットワーク上の機器から所定の情報を入手して、該入手し
た情報に基づいた情報を表示するネットワーク表示機能を含む複数の機能を有すると共に
、所定の表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を受け付ける操作手段
を備える複合機能装置の制御方法コンピュータに実行させるプログラムであって、前記操
作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能の表示画面と他の機能の表
示画面とを切り替える切替モジュールと、前記切替モジュールが前記ネットワーク表示機
能の表示画面を前記他の機能の表示画面に切り替えた後、前記ネットワーク表示機能の表
示画面に戻したときに、前記複合機能装置が、前記ネットワーク表示機能の表示画面をデ
フォルト画面に変更する第１の動作モードで動作すべきか、前記他の機能の表示画面に切
り替える前に表示していたネットワーク表示機能の表示画面を再表示する第２の動作モー
ドで動作すべきかを判別する判別モジュールと、前記判別モジュールによる判別結果に応
じて、前記第１の動作モード及び第２の動作モードの一方を選択する制御モジュールとを
備えることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項１７記載の通信装置は、ネットワー
クに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し、該受信し
た情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって、表示画面を
表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と、前記操作手
段が所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示画面をリセットするオートク
リア手段と、前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定
期間経過しても操作がされず、前記オートクリア手段が動作すべき場合であっても、当該
ネットワーク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示である
場合、当該表示内容を保持するよう制御する制御手段とを有することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項１８記載の通信装置は、ネットワー
クに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し、該受信し
た情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって、表示画面を
表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と、前記操作手
段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面と他の機能の
ための表示画面とを切り替える切替手段と、前記切替手段によって前記ネットワーク表示
機能のための表示画面から前記他の機能のための表示画面に切り替えられた後、再び前記
ネットワーク表示機能のための表示画面に戻されたときに、前記ネットワーク表示機能の
ための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示であった場合、前記他の機能の
ための表示画面に切り替える前の画面を表示させるよう制御する制御手段とを有すること
を特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項１９記載の通信装置は、ネットワー
クに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し、該受信し
た情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって、表示画面を
表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と、前記操作手
段が所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示画面をリセットするオートク
リア手段と、前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表示を行わせた後、所定
期間経過しても操作がされず、前記オートクリア手段が動作すべき場合に前記ネットワー
ク表示機能のための表示内容を初期画面に切り替えるよう制御する制御手段とを有するこ
とを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項２１記載の通信装置は、ネットワー
クに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し、該受信し
た情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置であって、表示画面を
表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力するための操作手段と、前記操作手
段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面と他の機能の
ための表示画面とを切り替える切替手段と、前記切替手段によって前記ネットワーク表示
機能のための表示画面から前記他の機能のための表示画面に切り替えられた後、再び前記
ネットワーク表示機能のための表示画面に戻された場合に初期画面を表示させるよう制御
する制御手段とを有することを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項２３記載の通信装置の制御方法は、
ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し
、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方法
であって、操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力す
るための操作ステップと、前記操作ステップで所定期間内に操作されない場合に、前記操
作手段の表示画面をリセットするオートクリアステップと、前記操作手段に前記ネットワ
ーク表示機能のための表示を行わせた後、所定期間経過しても前記操作ステップで操作が
されず、前記オートクリアステップを実行すべき場合であっても、当該ネットワーク機能
のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示である場合、当該表示内容を
保持するよう制御する制御ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項２４記載の通信装置の制御方法は、
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ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し
、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方法
であって、操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力す
るための操作ステップと、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替ステップと、前記切替ステップで前記ネ
ットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能のための表示画面に切り替えられ
た後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に戻されたときに、前記ネットワ
ーク表示機能のための表示が特定の接続先から取得した情報に基づく表示であった場合、
前記他の機能のための表示画面に切り替える前の画面を表示させるよう制御する制御ステ
ップとを有することを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項２５記載の通信装置の制御方法は、
ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し
、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方法
であって、操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力す
るための操作ステップと、
　前記操作ステップで所定期間内に操作されない場合に、前記操作手段の表示内容をリセ
ットするオートクリアステップと、前記操作手段に前記ネットワーク表示機能のための表
示を行わせた後、所定期間経過しても操作がされず、前記オートクリアステップを実行す
べき場合に前記ネットワーク表示機能のための表示内容を初期画面に切り替えるよう制御
する制御ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記第１及び第２の目的を達成するために、請求項２６記載の通信装置の制御方法は、
ネットワークに接続可能であるとともに前記ネットワーク上の端末を介して情報を受信し
、該受信した情報に基づく表示を行うネットワーク表示機能を有する通信装置の制御方法
であって、操作手段に表示画面を表示し、該表示画面に基づく操作者からの指示を入力す
るための操作ステップと、
　前記操作手段に表示させる表示画面として前記ネットワーク表示機能のための表示画面
と他の機能のための表示画面とを切り替える切替ステップと、前記切替ステップで前記ネ
ットワーク表示機能のための表示画面から前記他の機能のための表示画面に切り替えられ
た後、再び前記ネットワーク表示機能のための表示画面に戻された場合に初期画面を表示
させるよう制御する制御ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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